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問い合わせ先● ●

①自治体の将来像をイメージし、今後の自治体（職員）に何が求められるのか理解する。
②チームのリーダーとしての役割を理解する
③チームワークで成果を出すための工夫やコミュニケーションについての技術を学ぶ
④データを活用した施策立案の手法を学ぶ

研修の
ポイント

令和元（2019）年10月9日（水）～10月11日（金）（3日間）日程

全国市町村国際文化研修所　JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分

30人

10,500円

場所

募集人数

対象

経費

宿泊 研修所宿泊棟（宿泊型研修）　※外泊はできません。

係長級～課長補佐級の市区町村等の職員

募集人数を大幅に超えた場合は、申込期限後に抽選等をさせていただきますので、予めご了承ください。
なお、受講者の決定については、他の研修、セミナーの申込み・受講の有無にかかわらず、本研修単独で行います。

左記金額は、研修、宿泊、食事（朝食2回、昼食3回、夕食2回）、資料等にかかる費用です。
なお、事前準備・事前学習にかかる費用は含まれておりません。

令和元年8月16日（金）まで申込期限

3日間全日程をご受講いただける方を対象とします。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

研修受講にあたって、事前課題に取り組んでいただく予定です。詳細は受講決定通知書送付時にお知らせします。

申込方法

受講決定

事前課題

JIAMホームページ内「研修Web申込みフォーム」からお申し込みください。
「Web申込み」が難しい場合は、受講申込書によりFAXでも受け付けています。
※受講申込書はJIAMホームページの書類様式集（https://www.jiam.jp/doc/）に掲載しております。
   
受講の可否については、開講日の約1か月前までに通知をお送りします。
経費納入方法等の手続きについては、受講決定通知書によりお知らせします。

● 「自分も部下も仕事を抱え込まずに、チームで仕事をうまく回していくには何が必要？」
● 「部下とは世代が違うし、価値観は様々。どうすれば部下の力を引き出せるの？」
● 「チームメンバーともっと上手にコミュニケーションをとりたい」
現在チームリーダーとして活躍する係長や課長補佐級の職員の皆さん、こんな悩みをお持ちではありませんか？
将来の自治体運営を担う世代でもある皆さんには、今後の自治体の姿をイメージし、現状の分析から施策を立案で
きる能力が求められるだけでなく、働き方改革の時代にチームワークで成果を出すためのマネジメント力とコミュニ
ケーション力が不可欠です。普段の業務に活かせるスキルの習得を目指し、以下の内容で研修を実施します。



入寮受付・昼食
開講・オリエンテーション

11:00 ～
12:30 ～

研
修
の
内
容
及
び
日
程

　

10月

9日（水）
令和元年

講義

ふりかえり、研修アンケート記入、閉講
14:10 ～ 14:40

10月

11日（金）
令和元年

10月

10日（木）
令和元年

交流会 夕食を兼ねて、ともに学ぶ受講者同士の親睦（情報交換・交流）を深めます。

17:30 ～

13:00 ～ 14:50

15:10 ～ 17:00

2040年にかけて団塊ジュニア世代も高齢者となり、多くの自治体では人口が大幅に減少し公共
施設の老朽化が進むなど、社会情勢の大きな変化が予想されます。自治体の持続可能性を維持
するために、住民のニーズを具体的にどのように把握し分析できるか、どのサービスを維持し削
減できるか、さらに住民にいかに情報提供を行うべきかについて、ご講義いただきます。

同志社大学政策学部・大学院総合政策科学研究科　教授　野田 遊 氏
これからの自治体運営～住民ニーズと情報提供～

講義

AIやRPAの導入などにより、社会情勢だけでなく自治体の業務も変化しつつあります。これから
の職場のマネジメントのために中堅職員として知っておくべきことや、チームリーダーとして何
が求められるのか、マネジメントやリーダーシップの観点からご講義いただきます。

早稲田大学政治経済学術院　教授　稲継 裕昭 氏
チームリーダーの役割

9:25 ～ 12:00
講義・演習

女性の活躍推進や働き方の多様化等により、従来の同質性の高い人材によるチームワークから
ダイバーシティ時代におけるチームワークへのシフトが求められています。
なぜ今チームワークが重要なのか再認識するとともに、メンバーの力を引き出しチームワークで
成果を上げるためのチームのつくりかたについて、社会心理学の知見を基に学びます。

一般社団法人チーム力開発研究所　理事　青島 未佳 氏
チームワークで成果を上げる

13:00 ～ 17:00
講義・演習

成果を出せるチームワークのためにチームリーダーに必要な、メンバーの力を「引き出し」「まと
める」ためのコーチング・ファシリテーションについてロールプレイ等を交えて学びます。

株式会社ONDO　代表取締役　谷 益美 氏
メンバーの力を引き出すコミュニケーション

9:25 ～ 14:10
講義・演習

なぜエビデンス（根拠）に基づいた施策立案が必要なのか、また統計資料にだまされない、だま
さないための基本的なデータの読み方について学ぶとともに、データを用いて自分の考えを説
明することを体験します。

大阪大学大学院国際公共政策研究科　教授　小原 美紀 氏
施策立案のためのデータの読み方

J IAMメールマガジンのお知らせ

当研修所では、メールマガジンを発行しています。各研修に関する最新情報などを定期的にお知らせします。ぜひご登録ください。読者登録は、JIAMホームページで受け付けています。

● 研修内容については、都合により変更になることがありますので、予めご了承ください。なお、研修についての最新情報は、JIAMホームページをご覧ください。


